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「後 で入力」 はもう 不要。  

現場で記録するだけで “経営データ ”に変わる農業へ。   

「作業記録、後回 しになっていませんか？」  

 

 

 

 

こうした 課題は、 多くの 農業現場で共通してい ます。 今回は営農支援アプリ を使ってそのような 課題の解

決に取り組んでいる島根県浜田市「 みうら ファーム 」 様にお話を伺いました。  

島根県浜田市内村町と弥栄町で農業を営まれているみ

うら ファーム 様。  

ご訪問させていただいた 内村町は山々に囲まれたハウ

スの前に周布川が静かに流れる穏やかでのどかな地

域。澄 んだ空気の中で見上げる空はとても 広く 感じ、

まさに 中山間地域ならではの 環境です。  

代表の三浦大輔さんは、 現在露地と施設で合計約 2.4ha

の圃場でほうれん 草、小松菜、水菜、 ルッコラ、チン

ゲン菜など１４ 品目の野菜を栽培されており、 すべての

圃場で有機 JAS認証を取得されている 有機野菜専門の

生産者です。  

 

課題は「 記録の負担」 と「 活用しづらい アナログ（ 手書き） データ」  

有機 JAS認証では、 栽培記録の管理が欠かせません。 これまで もみうら ファーム 様では栽培記録を  

①紙に作業内容を記録②後からパソコン に転記③Excel や Accessで集計・分析 ・帳票作成  

と しっかりと 運用をされていました。  

 

しかし、この 方法にも負担や課題がありました。  

▶  記録にかかる時間が大きい     ▶  データ が現場で使えない  

パソコン 内にデータ はあるもののその 場で確認できず、 判断に活かしづら く、  

記録しているのに 活用しづらい 」 状態 

 

そんな中、島根県 農林水産振興センター 様からのご紹介でご縁があり、 弊社の営農支援アプリ「 マネベ

ジ」 をお試しいただくこととなりました。 今回はみうら ファーム 様でのアプリ 活用状況についてインタビ

ューさせていただきました。  

 

 

・  紙にメモ して 後で入力 

・入力 が溜まってしまう  

・記録 はしているが 活用できていない  
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年間 5 日かかっていた 記録作業が大幅削減。現場入力 で変わる記録の負担 

Q.  マネベジ を約半年使ってみて、いかがでしょうか？  

（三浦 さん） 作業の記録はこれまで 一旦紙に書いたものを 私がパソコン へ転記して

いましたが 、 非常に時間がかかっていました。  

例えば１ 年分の記録を入力してもらおうと 思うと 、 パート さん １ 人を雇って５ 日か

かることもありましたが 、 マネベジ を使うようになって からは基本的に作業したそ

の場で作業した 社員がアプリ に入力するようにしてもらったので、 集計する時に多

少のデータ 整形は必要ですが、 データ を記録する時間は大幅に削減したと 思いま

す。 私の手が空くようになったのは 大きな利点です。  

 

現場で栽培状況をリアルタイム で確認できる 。  

Q.マネベジ を使ってみて、 良かったなという 場面はありましたか？  

（三浦 さん） これいつ蒔いたっけ？がその場で作物を見ながら社員と一緒にスマホ

で確認できる のはいいですね。 これまでも データ はパソコン に入ってはいましたが、

アプリ であればパソコン を持ち出さなくても 見たいハウス番号でフィルター をかけれ

ば栽培データ を見ることができ ています。  

 

今後のアプリ の活用や要望について  

Q.アプリ についての今後のご要望があれば教えてください  

（三浦 さん） アプリ は現場のツールとして 使い、 分析は過去数年間のデータ を使っ

て Accessを活用して 収穫日予測をしたり 収量の平均を出したりして 活用します。  

１作 の記録が１ ページで見れたり、 入力する時に回転数が分かりやすくなればいい

なと 思います。  

また、 播種の入力時に面積も入力できればいいですね。 有機 JAS認証では播種面

積、使用 した 種子の量、機械 の洗浄日など記録が必要な項目があるので、そういっ

た帳票に必要な項目が記録できれば、 GAP認証や有機 JAS認証をしたい 生産者に

もマネベジ が使ってもらえるようになるのではないでしょうか。  
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（マネベジサポートチーム）  

今回は島根県浜田市「 みうら ファーム」 様に営農支援アプリ「マネベジ」 のお試しインタビュー させてい

ただきました。 徐々にですが営農データ 活用という マネベジ の目標に近づいているかなと 感じる 事ができ

ました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後もより 使いやすくなるようにいただいた 帳票出力・面積・種子量 などの詳細記録の機能など  

ご意見を参考にさせていただきます。 インタビュー のお時間いただきありがとうございました！  

 

 

  

✔ 記録作業の大幅削減 

年間 5 日かかっていた 入力の作業時間がほぼ不要に 

✔ 経営者の時間を確保 

入力作業からより 重要な業務へ集中 

✔ データ を「 使える情報」 に 

現場で確認できる  

判断スピード の向上 

データ を収穫予測や平均収量など「 経営判断」 に活用する準備 

 

みうら ファーム のお問合せ 

株式会社 みうら ファーム  代表：三浦大輔  

住所 浜田市内村町 1125  

TEL 0855-27-0481 

 

営農支援アプリ「マネ ベジ」 のお問合せ 

持続未来株式会社 みんなの情報システム 部 

福岡県福岡市中央区天神 1-4-1 

 support @ jizoku -mirai.com  
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